
№ 188
11月
Nov� 2023

城下町を巡る
ゆかた de 村上まちあるき

主な内容
②　2023村上・笹川流れ国際トライアスロン大会
④　令和５年度 村上市財政・決算報告
⑧　市の職員数や給与を公表
⑩　11月は児童虐待防止推進月間です
㉒　ここで働く



応援を背に村上路を駆ける
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2023村上・笹川流れ
国際トライアスロン大会

　今年で31回目を数える今大会は、576人が競技に参加しました。秋
晴れの下、快水浴場百選にも選ばれた瀬波温泉海水浴場のスイム1.5㌔
からスタートし、自然豊かな笹川流れを見ながらバイク40㌔を走り、
町屋造りの市内10㌔のコースを駆け抜けました。
　また、村上市スペシャルアンバサダーの永田務さんもリレー部門の
ランに出場し、大会を盛り上げました。
　参加された選手の皆さま、沿道から大きな声援をいただいた市民の
皆さま、ありがとうございました。
市内選手の結果
総合順位：氏名（住所）
【エイジ男子】
87位　瀬賀　豊　（岩ケ崎）

133位　髙橋一仁　（南町二丁目）
142位　伊藤寿広　（松原町三丁目）
167位　阿部辰也　（長松）
178位　髙橋　健　（猿沢）
181位　石嶋　聡　（山居町二丁目）
212位　富樫貴博　（肴町）
※住所は選手登録時の表記で記載しています
※市内選手への了承を得て、掲載しています

公式記録
エイジの部門での優勝者は以下の方です。
男性総合１位　松丸真幸（茨城県）　タイム：２時間５分57秒
女性総合１位　石田凪帆（静岡県）　タイム：２時間18分47秒

236位　天井秀昭　（七湊）
238位　手塚健介　（南町二丁目）
253位　大滝拓也　（岩船上大町）
292位　宗田一雄　（浜新田）
302位　鈴木謙輔　（岩船駅前）
353位　矢島　聡　（緑町三丁目）
359位　佐藤親一　（瀬波上町）

366位　浅野　宏　（山辺里）
383位　鈴木敏明　（岩船三日市）
408位　髙橋　洋　（高根）
414位　村山裕一　（寺町）

【リレー部門】
14位　麦汁海賊団 弐番隊
　　　稲葉勇武　（羽黒町）
　　　楠本　圭　（杉原）
　　　他　市外１名

▲ランに出場した永田務さん
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歳入

地方交付税
162億6089万円（37.9%）

国庫支出金
50億5,902万円（11.7%）

市税
64億9,665万円（15.1%）

市債
31億8,105万円（7.4%）

譲与税・交付金など
21億3,032万円（5.0%）
県支出金
33億3,408万円（7.8%）

諸収入 11億1,686万円（2.6%）
使用料および手数料 3億2,286万円（0.8%）
分担金および負担金 4億9,698万円（1.2%）

その他 45億3321万円（10.5%）

歳出　397億9,536万円

歳出

民生費
111億7,634万円（28.1%）

土木費
51億625万円（12.8%）

衛生費
35億4,677万円（8.9%）

公債費
35億1,236万円（8.8%）

総務費
33億2,632万円（8.4%）

教育費
30億7,759万円（7.7%）

農林水産業費
30億5,740万円（7.7%）

災害復旧費
26億4,422万円（6.6%）商工費

20億4,062万円（5.1%）その他
23億750万円（5.9%）

民生費	 201,412円

各種福祉の助成や、保育園の建
設・運営経費などの支出

土木費	 92,021円

道路橋りょうの建設や、下水道
事業への繰出金などの支出

衛生費	 63,917円

予防接種・医療給付の助成や、ご
み処理場の運営経費などの支出

公債費	 63,297円

市債（借入金）の返済金

総務費	 59,945円

庁舎の管理経費や、情報通信事
業への繰出金などの支出

教育費	 55,462円

小・中学校の管理経費や、文化財
の保護経費などの支出

農林水産業費	 55,098円

農林水産業の振興のための経
費などの支出

災害復旧費	 47,652円

災害からの復旧にかかる経費
などの支出

商工費	 36,775円

商工業の振興のための経費な
どの支出

その他	 41,584円

議会費・労働費・消防費・諸
支出金の支出

市民１人当たりに使われたお金

717,163円
※令和５年４月１日現在の人口
　（55,490人）で計算しています

令和４年度

決算報告

■主に災害復旧費、民生費、衛生費が増加、
　土木費、教育費は減少
　災害復旧費は令和４年８月３日からの大雨による災害からの
復旧事業により26億2,649万円、衛生費は災害廃棄物等処理事
業経費の増加により６億3,319万円増加しました。
　土木費は前年度に比べ降雪量が少なかったことによる除排雪
経費の影響などで２億4,972万円減少しました。
　総額は前年度と比べて、36億3,668万円の増加となりました。

■主に地方交付税、県支出金、市債が増加、
　国庫支出金、譲与税・交付金などは減少
　災害に係る経費が増加したことから、地方交付税が13億8,018
万円、県支出金が10億4,239万円、市債が12億1,815円増加しま
した。また、国庫支出金が６億5,669万円、譲与税・交付金などが
１億2,194万円減少しました。
　収入総額は、前年度と比べて49億4,660万円増加しました。

用語解説
【歳入】
税金や地方交付税など市に入るお金
【地方交付税】
国税の一部から市に交付されるお金
【市税】
市民税や固定資産税など市民の皆さん
からの税金
【国庫支出金】
特定の事業の経費に充てるため、国から
支出されるお金
【譲与税・交付金など】
地方消費税の一部を人口などで案分し
て国から交付されたお金など
【県支出金】
特定の事業の経費に充てるため、県から
支出されるお金
【市債】
国や金融機関などから借り入れるお金
【諸収入】
保育園副食費など、収入のどの区分にも
属さないお金
【分担金および負担金】
保育園入園者負担金・学童保育利用料・
各種検診負担金などのお金
【使用料および手数料】
各施設の使用料・証明手数料などのお金
【歳出】
各種経費など市から出ていくお金
【民生費】
高齢者や障がい者福祉、医療、子育てな
ど
【土木費】
道路、河川、公園の整備・管理など
【衛生費】
検診、予防接種、ごみ収集・処理など
【公債費】
市の借金（市債）返済にかかる経費
【総務費】
市役所の運営、まちづくり、防犯、選挙など
【教育費】
学校教育、公民館、図書館、スポーツ振興
など
【農林水産業費】
農業用施設、林道、農業振興など
【災害復旧費】
災害からの復旧にかかる経費など
【商工費】
観光、産業振興、企業誘致など

問い合わせ 財政課財務管理室　☎75−8922 記事 ID 0077949

　９月の市議会定例会で認定された令和４年度の決算概要と健全化判
断比率・資金不足比率などについてお知らせします。決算は、予算に
対してどれだけの収入と支出があったのか、またどのように使われた
かをまとめたもので、議会に報告し、予算の使い方が適正であったか
どうかの認定を受けます。

　令和４年度の一般会計は、歳入総額（429億3,192万
円）、歳出総額（397億9,537万円）で、差し引くと31
億3,655万円となりました。その額から、翌年度へ繰り
越すべき財源（繰越事業の財源）を差し引いた収支（実
質収支）は、（14億5,933万円）となり、『黒字』となりま
した。

一般会計 歳入　429億3,192万円 歳出　397億9,537万円
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６つの特別会計
事業収入が主な財源

村上市の財政は
健全性を保っています

特別会計

健全化判断比率

市債借入残高

資金不足比率

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
に
そ
の
事
業
で
得
ら

れ
る
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
、

事
業
に
係
る
経
費
を
支
出
す
る
た

め
、
一
般
会
計
と
は
別
に
収
支
を

管
理
す
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
の
収
支
は
、
全
て
の

会
計
で
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
事
業
の
実
施

に
あ
た
り
必
要
な
財
源
に
不
足
が

生
じ
る
場
合
に
は
、
一
般
会
計
や

基
金
か
ら
資
金
の
繰
り
入
れ
を
し

て
財
源
の
補
填
を
行
い
ま
す
。

　
『
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
』
に
よ
り
、
決
算

に
基
づ
い
た『
健
全
化
判
断
比
率
』

と
『
資
金
不
足
比
率
』
を
公
表
し

ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
財
政
の
健
全
度

を
測
る
も
の
で
、
令
和
４
年
度
は

全
て
の
比
率
で
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
監
査
委
員
の

監
査
を
受
け
て
市
議
会
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
の
減
少

の
要
因
と
し
て
償
還
額
が
借
入
額

を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
市
債
は
、
主
に
道
路
や

学
校
な
ど
長
期
間
利
用
し
て
い
く

施
設
な
ど
の
建
設
費
用
の
た
め
の

借
入
金
で
す
。

　

市
債
の
発
行
に
よ
り
、
次
世
代

の
人
々
に
も
費
用
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
世
代
間
の
公
平
性
を
考

慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
上
水
道
事
業
や

下
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会

計
の
資
金
の
不
足
額
の
度
合
い
を

表
す
比
率
で
す
。

　

全
て
の
会
計
で
の
指
標
値
に
対

す
る
資
金
不
足
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、「
−
」
で
表
示
し
て
い

ま
す
。

特別会計 歳　入 歳　出
土地取得 2万円 2万円
情報通信事業 3億1,986万円 3億1,313万円
蒲萄スキー場 8,115万円 7,839万円
国民健康保険 59億1,200万円 57億 203万円
後期高齢者医療 7億9,155万円 7億9,104万円
介護保険 86億4,940万円 82億7,495万円

市債借入残高 令和４年度末 令和３年度末
一般会計 322億8,319万円 325億2,652万円
情報通信事業 2,902万円 1,150万円
蒲萄スキー場 7,658万円 7,731万円
上水道事業 48億7,891万円 51億2,711万円
簡易水道事業 15億 789万円 16億8,299万円
下水道事業 294億9,612万円 314億2,214万円

� （単位：％）

健全化判断比率 令和4年度 令和3年度
（参考）

早期健全	
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － － 12.33 20.00

連結実質赤字比率 － － 17.33 30.00

実質公債比率 11.7 12.3 25.0 35.0

将来負担比率 78.8 92.9 350.0

公営企業会計

� （単位：％）

資金不足比率 令和４年度 令和３年度
(参考)

経営健全化
基準

上 水 道 事 業 会 計 － － 20.00

簡易水道事業会計 － － 20.00

下 水 道 事 業 会 計 － － 20.00

■料金改定後も、3事業（上水道・簡易水道・下水道）とも料金収入
　だけでは維持管理費用を賄うことができていない状況
　�　上水道・簡易水道・下水道事業は、地方公営企業法の適用を受け、原則として独立採算制で運営される会計です。その年度
の経営損益を示す「収益的収支」と、将来の経営に備えて行われる建設改良事業などの資本取引を示す「資本的収支」に区分
されています。

　災害などの影響により料金収入は前年度比1,900万円の減収となりました。また、維持管理費は災害関連経費
や電力価格上昇などにより前年度比7,100万円の増となり、当年度32万円の純損失が生じました。
　資本的収支は、収入よりも支出が約5億6,600万円多く、不足分は内部留保資金などで補てんしました。人口
減少による料金収入の減少や維持管理費の増加により、今後も厳しい経営状況になると思われます。

　料金収入は前年度比4,200万円の増収、維持管理費は前年度比5,700万円の増額となっています。当年度純利益は、
822万円となりましたが、一般会計からは約18億円の繰り入れを行い、経営を維持しています。
　資本的収支は、収入よりも支出が約12億3,000万円多く、不足分は内部留保資金で補てんしました。資本的収入も、
企業債償還金などの財源として一般会計から約11億円を繰り入れています。下水道事業会計全体で約29億円を繰り
入れており、繰入金に頼った経営状態となっています。

　料金収入は前年度比450万円の増収、維持管理費は前年度比1,600万円の増額となっています。当年度純利益は、
24万円となりましたが、一般会計からは約1億5,000万円の繰り入れを行い、経営を維持しています。
　資本的収支は、収入よりも支出が約7,000万円多く、不足分は内部留保資金で補てんしました。資本的収入も、企業
債償還金などの財源として一般会計から約1億5,300万円を繰り入れています。簡易水道事業会計全体で約３億円を繰
り入れており、繰入金に頼った経営状態となっています。

上
水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

下
水
道
事
業
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 職員数の状況　※非常勤職員を除く（令和５年４月１日現在）
区分 職員数 区分 職員数
部門 令和４年度 令和５年度 部門 令和４年度 令和５年度

一般行政

議会 4 4
特別行政

教育 70 66
総務・企画 140 135 消防 139 140
税務 28 29 小　計 209 206
民生 148 154

公営企業

病院 0 0
衛生 50 51 水道 20 19
労働 0 0 下水道 18 19
農林水産 41 45 その他 40 38
商工 22 21
土木 39 38 小　計 78 76

小　計 472 477 合　計 759 759

 給与について
●職員の初任給（令和5年4月1日現在）

区分
村上市 国

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

初任給
一般行政職 185,200円 154,600円

総合職　189,700円
154,600円

一般職　185,200円
技能労務職 ― 151,900円

消防職 ― 178,000円
※初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です

●職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（令和5年4月1日現在）
区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 241,300円 278,200円 309,900円
高校卒 217,800円 255,500円 291,867円

技能労務職 高校卒 － ― 267,675円
※該当する職員がいない場合は空欄としています

 人件費率（令和４年度普通会計決算）

 特別職の報酬などの状況（令和５年４月１日現在）
区分 月額 期末手当

給料
市長 800,400円

6月分　1.650月分
12月分　1.650月分
計　　　3.300月分

副市長 614,300円
教育長 545,400円

報酬
議長 359,000円
副議長 295,000円
議員 273,000円

※�村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分
による職員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの
級に該当する代表的な職名です

 手当について（主なもの）
●期末・勤勉手当（令和5年4月1日現在）

区分
村上市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

6月期 1.225月分
（0.675）

0.975月分
（0.475）

1.20月分
（0.675）

1.00月分
（0.475）

12月期 1.225月分
（0.675）

0.975月分
（0.475）

1.20月分
（0.675）

1.00月分
（0.475）

計 2.45月分
（1.35）

1.95月分
（0.95）

2.40月分
（1.35）

2.00月分
（0.95）

※�期末・勤勉手当の（　）内は、再任用職員に係る支給割合です
※�再任用職員とは定年退職などにより退職した後、改めて採用され
た職員をいいます

●退職手当（令和５年4月１日現在）
区分 村上市 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続
20年 19.670月分 24.587月分

市と同額

勤続
25年 28.040月分 33.271月分

勤続
35年 39.758月分 47.709月分

最高
限度額 47.709月分 47.709月分

加算
措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（3％～45％加算）

1人
当たり
平均

支給額
676万円 1,880万円 －

※�1人当たり平均支給額は、令和4年度に退職した職員に対する
ものです

●扶養手当（令和5年4月1日現在）
区分 村上市 国

配偶者 6,500円
市と同額子 10,000円

父母など 6,500円

●住居手当（令和5年4月1日現在）
区分 村上市 国

借家

月 額12,000円 以 上
の家賃を払っている
職員に対し、家賃額
に応じ最高27,000
円まで

家賃月額
16,000円以上
最高28,000円まで

●通勤手当（令和5年4月1日現在）
区分 村上市 国

電車・バスなどの
交通機関利用者

運賃の額に応じ
て最高55,000円
まで支給

市と同額

自動車など
利用者

片道の使用距離
に応じて2,900円
～ 44,100円まで
支給

2,000円～
31,600円まで

 一般行政職の級別構成比（令和５年４月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比（％）
7級 政策監 1人 0.3
6級 課長・会計管理者・支所長・参事 18人 4.7
5級 課長・参事・課長補佐 84人 22.1
4級 副参事 40人 10.5
3級 係長・主査 160人 41.9
2級 主任 46人 12.1
1級 主事・技師・社会福祉主事 32人 8.4

計 381人 100.0

村上市の
職員数や給与などを公表します
問い合わせ 総務課人事管理室　☎53−3366 記事 ID 0051926

　市職員の給与は、国家公務員や新潟県職員の給与な
どを参考にしながら、市議会の審議を経て条例などで
定められています。内容について、市民の皆さんに理
解していただくため、次のとおりお知らせします。

※�普通会計には一般会計のほか、蒲萄スキー場
特別会計および情報通信事業特別会計に従事
する職員の人件費が含まれています
※�人件費には、一般の職員のみではなく特別職
（市長、議員など）の給料、手当、共済負担金
などが含まれています

人件費
63億6,239万円（16.0%）

歳出総額
398億6,834万円

その他、詳しい内容に
ついては市ホームペー
ジをご覧ください。
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問
い
合
わ
せ
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室　
☎
53
‐
３
３
６
４

問
い
合
わ
せ
こ
ど
も
課
子
育
て
政
策
室　
☎
53
‐
３
２
０
１

記
事
ID
０
０
４
０
４
１
３

体
に
と
っ
て
脂
質
は
悪
者
？

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

健
康
啓
発
シ
リ
ー
ズ
㊺

【
あ
な
た
し
か 

気
付
い
て
い
な
い
か
も 

そ
の
サ
イ
ン
】

市
の
現
状

　

左
の
表
は
令
和
３
年
度
特
定
健
診
受
診
者
（
４

３
８
８
人
）
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中

性
脂
肪
に
つ
い
て
、
判
定
値
ご
と
の
未
治
療
割

合
を
示
し
た
も
の
で
す
。（
表
１
・
２
）

　

受
診
勧
奨
判
定
値
（
受
診
が
望
ま
し
い
値
）

で
あ
っ
た
人
の
う
ち
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
９
割
の
人
が
、
中
性
脂
肪
は
７
割
以
上
の

人
が
未
治
療
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

よ
り
数
値
が
高
い
人
ほ
ど
、
未
治
療
の
割
合
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
診
し
た
人
で
、
脂
質
に
対
し

て
悪
い
印
象
を
お
持
ち
の
人
が
多
く
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。「
脂
質
」
と
は
、「
中
性
脂
肪
」「
Ｌ

Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」「
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善

玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
な
ど
を
指
し
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
力
を
出
す
時
に
使
わ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
っ
た
り
、
ホ
ル
モ
ン
や
細
胞
膜
の

材
料
に
な
っ
た
り
と
、
人
間
の
体
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
物
質
で
す
。

　

し
か
し
、
脂
質
が
必
要
量
よ
り
も
多
す
ぎ
た

り
、
少
な
す
ぎ
た
り
す
る
と
、
本
来
の
働
き
を

果
た
せ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
状
態
を
「
脂
質

異
常
症
」
と
い
い
ま
す
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
っ
て
な
ぁ
に
？

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
大
人
が
担
う
よ

う
な
責
任
を
負
い
、
ケ
ア
が
必
要
な
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
で
す
。

　

家
庭
の
中
で
家
事
な
ど
を
手
伝
い
、
大
人

た
ち
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
の
責
任
感
や
自
己
肯
定
感
を
育
み
ま
す
。
し

か
し
、
手
伝
い
の
内
容
と
そ
の
手
伝
い
で
担

う
責
任
が
、
そ
の
子
の
年
齢
や
成
長
の
度
合

い
に
不
釣
り
合
い
な
も
の
で
あ
る
時
に
は
、
子

ど
も
の
心
身
の
発
達
や
人
間
関
係
、
勉
強
、
進

路
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

・
病
気
や
障
が
い
を
抱
え
る
家
族
の
代
わ
り

に
、
子
ど
も
が
買
い
物
・
料
理
・
掃
除
・
洗

濯
な
ど
の
家
事
を
担
っ
て
い
る
。

・
家
族
の
代
わ
り
に
、
食
事
や
排
せ
つ
、
着

替
え
、
一
緒
に
お
留
守
番
を
す
る
な
ど
、
幼

い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
担
っ
て
い
る
。

・
精
神
疾
患
な
ど
で
情
緒
不
安
定
な
家
族
の

見
守
り
を
行
い
、
落
ち
込
ん
で
い
る
時
に

元
気
づ
け
る
な
ど
情
緒
面
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。

・
介
護
が
必
要
な
家
族
の
着
替
え
や
移
動
、
入

浴
、
ト
イ
レ
の
介
助
を
行
っ
て
い
る
。

・
請
求
書
の
支
払
い
な
ど
の
家
計
管
理
や
病

院
へ
の
付
き
添
い
を
行
っ
て
い
る
。

・
家
計
を
支
え
る
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
。

・
障
が
い
が
あ
る
家
族
や
、
日
本
語
が
第
一

言
語
で
な
い
家
族
の
た
め
に
通
訳
を
行
っ

て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
、
家
族
を
「
支
え
た
い
」「
助

け
た
い
」
と
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

ケ
ア
が
子
ど
も
に
と
っ
て
過
度
な
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん

か
？

　

家
庭
児
童
相
談
室
や
児
童
相
談
所
で
は
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
は
じ
め
、
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

児
童
相
談
所
相
談
専
用
無
料
ダ
イ
ヤ
ル
「
０

１
２
０
‐
１
８
９
‐
７
８
３
」（
い
ち
は
や
く
・

お
な
や
み
を
）

　

保
護
者
が
し
つ
け
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
体

罰
や
暴
言
で
子
ど
も
の
体
や
心
を
傷
つ
け
る

こ
と
は
虐
待
で
す
。
体
罰
や
暴
言
で
一
時
的

に
子
ど
も
が
従
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
経
験

が
子
ど
も
た
ち
の
発
育
や
発
達
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
子
育
て
で
困
っ
た

と
き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
地
域
で
も
子
育
て
家
庭
を
見
守
り

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

児童虐待「心配だな」と思ったら…
〇新潟県新発田児童相談所　　☎0254－26－9131
〇こども課　家庭児童相談室　☎53－3201
〇児童相談所全国共通３桁ダイヤル（無料）
　　　　　　　　　　　　　　☎189（いちはやく）
緊急の場合は…
〇村上警察署　☎110　もしくは　52－0110

脂質異常症が及ぼす体への影響
　高いLDLコレステロールは、動脈内にコレステロールが蓄積し、動脈壁にプラークを形成する可能
性が高まります。これが動脈硬化の始まりであり、血管を詰まらせ血流を妨げるようになり、心臓病
や脳卒中のリスクが増大します。また、中性脂肪の過剰な増加も問題であり、糖尿病や膵

すい

炎
えん

、脂肪肝
といった疾患を引き起こす可能性があります。

健診・医療機関受診の勧め
　このような健康リスクを早期に発見し、適切な対策を講じるために、医療機関の受診や健診を受け
る必要があります。先述の特定健診において、高いLDLコレステロールや中性脂肪、低いHDLコレス
テロールの数値が見られる人が多いことが示されました。脂質異常症は症状がほとんど現れないため、
潜在的なリスクを早期に発見し、適切な対策を講じることが重要です。これらの数値は食事療法や運動、
必要に応じて薬物療法といった早期の介入によって改善可能であり、心血管疾患や肝臓疾患などのリ
スクを軽減し、健康な生活を維持することが期待できます。

新潟県厚生農業協同組合連合会
村上総合病院　初期臨床研修医

天
あま
野
の
	裕
ゆう
貴
き
　先生

保健指導判定値
（120～139mg/dl）

（単位：％）

（単位：％）

受診勧奨判定値
（140～179mg/dl）

受診勧奨判定値
（180以上mg/dl）

【表 1】LDL コレステロールの未治療割合

78.9%
784人/994人

90.0%
691人/768人

93.1%
94人/101人

70 75 80 85 90 95

保健指導判定値
（150～299mg/dl）

受診勧奨判定値
（300～399mg/dl）

受診勧奨判定値
（400以上mg/dl）

【表 2】中性脂肪値の未治療割合

68.0%
762人/1120人

72.7%
93人/128人

80.9%
72人/89人

60 65 70 75 80 85

村上総合病院の天野先生
にお聞きしました！

国保データベースシステムより
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時�とき省略記号 期�期間 場�ところ 講�講師 対�対象 定�定員 ¥ �参加費 持�持ち物 申�申し込み 問�問い合わせ内�内容 F �FAX �メール 他�その他

お知らせ
「くらし」「もよおし」「相談」
など、さまざまな情報をお届け

今月の市税などの納期限
11 月 30日㈭

・国民健康保険税　　　　第５期
・介護保険料　　　　　　第５期
・後期高齢者医療保険料　第８期

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え

る
週
間
で
す

　

税
務
行
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
自
的
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
や
国
税
庁

HP

（w
w
w
.nta.go.jp

）
で
意
見

や
要
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
】

時
11
月
11
日
㈯
～
17
日
㈮

場
村
上
プ
ラ
ザ
他

内
中
学
・
高
校
生
の
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
入
選
作
品
の
展
示
、
税

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

設
置

他
申
告
な
ど
の
税
務
相
談
を
事
前
予

約
制
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
村
上
税
務
署（
☎
53
‐
３
１
４
１
）

　

※�

自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
ん

で
く
だ
さ
い

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）の
訓
練
放
送
が
行
わ
れ
ま
す

記
事
ID　
０
０
３
４
３
９
２

　

緊
急
時
の
放
送
が
確
実
に
行
わ
れ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
市
内
で
も
、
防
災

行
政
無
線
や
告
知
端
末
か
ら
次
の
内

容
が
流
れ
ま
す
。

時
11
月
15
日
㈬　
午
前
11
時

放
送
内
容

♪�
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
広
報
む
ら

ヤ
ル
（
電
話
相
談
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

　

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
12

月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

�

☎
０
５
７
０
‐
00
‐
５
９
０
１

（
全
国
一
律
料
金
）

　

※�

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
所
轄
の

税
務
署
に
電
話
し
て
音
声
案
内

「
１
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

問
村
上
税
務
署（
☎
53
‐
３
１
４
１
）

秋
の
火
災
予
防
運
動「
火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来
」

　

こ
れ
か
ら
冬
期
間
に
か
け
て
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
る
こ
と

か
ら
、
11
月
９
日
～
15
日
ま
で
全
国

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
、
消
防
本
部
・

消
防
団
が
広
報
巡
回
を
行
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
は
、
暖
房
器
具
、
火
気

器
具
の
点
検
や
取
り
扱
い
の
確
認
な

ど
を
行
い
、
火
災
予
防
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。
火
災
の
早
期
発
見
と
大
切

な
命
を
守
る
た
め
、
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
お
宅
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
（
☎
53
‐
７
２
２
２
）

か
み
で
す
。」
♪

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

緊
急
時
に
、
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を

瞬
時
に
市
民
へ
伝
達
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
す
。

問
総
務
課
危
機
管
理
室

　
（
☎
53
‐
３
３
６
５
）

11
月
15
日
㈬
か
ら
狩
猟
期
間
が

始
ま
り
ま
す

　

狩
猟
解
禁
日
か
ら
数
日
間
は
、
銃

器
に
よ
る
人
身
事
故
が
発
生
し
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
狩
猟
す
る
人

は
、
銃
器
の
扱
い
に
注
意
し
て
、
使

用
の
際
は
周
囲
の
安
全
を
十
分
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
山
や
野
山
を
散
策
す
る

人
は
、
目
立
ち
や
す
い
服
装
で
行
動

す
る
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
機
器
を
身
に
つ
け
て
自
分
の
存

在
を
周
囲
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
11
月
15
日
㈬
～
令
和
６
年
２
月
15

日
㈭

　

※�

イ
ノ
シ
シ
お
よ
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
令
和
６
年
３
月
15
日
㈮
ま
で

問
村
上
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
（
☎
53
‐
８
３
７
１
）

被
災
宅
地
等
復
旧
支
援
事
業
補

助
金
の
申
請
は
お
早
め
に

記
事
ID　
０
０
７
３
５
７
３

　

こ
の
制
度
は
、
令
和
４
年
８
月
３

日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
宅
地
な
ど
の
復
旧
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
復

旧
工
事
が
対
象
で
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

申
建
設
課
整
備
室

　
（
☎
75
‐
８
９
４
４
）

「
文
芸
む
ら
か
み　
第
14
号
」

を
頒
布
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
５
４
９
２
７

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
詩
・
随
筆
・

コ
ン
ト
の
作
品
や
特
別
寄
稿
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

頒
布
開
始
日　
11
月
１
日
㈬

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上
、各
地
区
公
民
館

￥
１
冊
１
０
０
０
円

他
市
美
術
展
覧
会
会
場
（
市
民
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
も
頒
布
予
定

で
す
。

問
中
央
公
民
館（
☎
53
‐
２
４
４
６
）

11
月
か
ら
「
国
税
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
が
導
入
さ
れ
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
解
決
し

な
い
質
問
は
、
国
税
相
談
専
用
ダ
イ

村
上
市
役
所

本庁� （☎53−2111）
荒川支所� （☎62−3101）
神林支所� （☎66−6111）
朝日支所� （☎72−0111）
山北支所� （☎77−3111）

く
ら
し

ま
す
。
今
後
、
空
調
設
備
の
工
事
を

実
施
す
る
際
に
は
休
館
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
観
光
課
観
光
交
流
室

　
（
☎
75
‐
８
９
４
３
）

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

で
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
～
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の
全

額
が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
へ
控
除
証
明
書
が
、
10
月

下
旬
～
11
月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年

金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
で
必
要
な
書
類
で

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
10
月
以
降
に
始
め
て
納
付

し
た
人
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

問
新
発
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２

８
）

第
２
回　
村
上
市
障
が
い
者
計

画
等
審
議
会

記
事
ID　
０
０
６
１
１
１
１

　

市
の
障
が
い
者
計
画
、
障
が
い
福

祉
計
画
お
よ
び
障
が
い
児
福
祉
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。
審

議
会
は
、
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
傍
聴
し
た
い
人
は
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時
11
月
21
日
㈫　
午
後
１
時
30
分
～

場
市
役
所
４
階　
大
会
議
室

問
福
祉
課
福
祉
政
策
室

　
（
☎
75
‐
８
９
４
０
）

第
３
回　
村
上
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会

記
事
ID　
０
０
６
７
７
０
３

　

市
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
協
議
会
は
、
一
般

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
し
た

い
人
は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

時
11
月
27
日
㈪　
午
後
１
時
30
分

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

問
企
画
戦
略
課
地
域
交
通
政
策
室

（
☎
75
‐
８
９
２
７
）

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の 

予
約
受
付
を
停
止
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
７
８
０
６
７

　

空
調
設
備
不
具
合
に
よ
り
、
新
規

の
利
用
予
約
の
受
付
を
停
止
し
て
い

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
就
職
の
促
進

を
図
る
た
め
、
企
業
と
求
職
者
が
一

堂
に
会
し
た
面
接
会
で
す
。

時
11
月
20
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
者
お
よ

び
支
援
事
業
所
な
ど
の
利
用
者

他
参
加
企
業
は
村
上
市
・
関
川
村
で

の
採
用
予
定
が
あ
る
事
業
所
で

す
。

問 

申
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
上

　
（
☎
53
‐
４
１
４
１
）

　11月18日㈯から松喜和線の経路を変えて運行
します。変更後の経路は岩船港・粟島汽船側を経
由し、既存の岩船地区内を運行しますので、ぜひ
ご利用ください。

■問新潟交通観光バス㈱村上営業所（☎53－4161）

　令和６・７年度に市が発注する「建設工事」「建
設コンサルタント等」「物品調達」「業務委託」の入
札および随意契約の見積りに参加を希望する場合
は、入札参加資格審査申請書を提出してください。
詳しくは、市ホームページに掲載する申請要領を
ご確認ください。
申請区分 内容

建設工事 土木一式工事、建築一式工事、
管工事　など

建設コンサ
ルタント等

建設コンサルタント、一級建築
設計、測量　など

物品調達 機械、車両、消耗品、リース　
など

業務委託 清掃業務、施設管理業務　など

小規模工事
小規模な工事（70万円未満）
※�建設工事で申請する場合は、小
規模工事の申請はできません

■申�12月１日㈮～令和６年１月31日㈬の間に、所
定の申請書類を財政課契約検査室に持参する
か、郵送または宅配便によりご提出ください。
※�申請書類は、市ホームページ（「入札・契約情報」
から検索）から取得できます
■問財政課契約検査室（☎75－8923）

路線バス　岩船港・粟島汽船側路線新設・
松喜和線の経路を変更します

令和６・７年度　入札参加資格審査申請（定期
申請）を12月１日㈮から受け付けします

記事ID　0055355記事ID　0045882

⑤

① ④

② ③

松喜和

八日市

岩船中学前

岩船連絡所前

岩船上町

岩船上大町
文 岩船小

新潟看護医療専門学校村上校 文

●いわくすの里

〒
岩船局

岩船下大町

岩船港

日本海

粟島汽船のりば

岩船上の山
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り
先
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
片
道

の
料
金
を
全
額
補
助
。
１
回
の
妊

娠
に
つ
き
１
回
の
み
で
上
限
は
３

万
円
で
す
。

・�

乳
幼
児
の
保
護
者
の
場
合
、
自
宅

ま
た
は
里
帰
り
先
か
ら
医
療
機
関

ま
で
の
片
道
。
ま
た
は
医
療
機
関

か
ら
自
宅
も
し
く
は
里
帰
り
先
ま

で
の
料
金
を
半
額
補
助
。
片
道
当

た
り
の
上
限
は
７
５
０
０
円
で
、

往
復
で
申
請
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
室
（
☎
75

‐
８
９
３
９
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
地
域
福
祉
室

市
営・県
営
住
宅
の
入
居
申
し
込

み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
０
５
６
７

　

公
営
住
宅
は
、
住
む
場
所
に
困
っ

て
い
る
人
の
た
め
の
住
宅
で
す
。
入

居
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
順
で
は

な
く
、
必
要
度
の
高
い
順
に
選
考
し

て
決
定
し
ま
す
。
入
居
条
件
や
手
続

き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
令
和
６
年
３
月
１
日
入
居
予
定
】

申
12
月
31
日
㈰
ま
で

入
居
選
考
日　
令
和
６
年
１
月
中
旬

問 

申
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
室
（
☎

75
‐
８
９
４
７
）
ま
た
は
荒
川
支

所
産
業
建
設
課
建
設
管
理
室
（
☎

62
‐
５
２
７
３
）

標
準
営
業
約
款
制
度 

「
Ｓ
マ
ー
ク
」

　

こ
の
制
度
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に
資
す

る
た
め
の
も
の
で
、
厚
生
労
働
大
臣

許
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る
こ

と
を
登
録
し
た
理
容
店
、
美
容
店
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、め
ん
類
飲
食
店
、

一
般
飲
食
店
の
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
登
録
店
は
、安
心
・

安
全
・
衛
生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き

る
お
店
で
す
。

問
（
公
財
）
新
潟
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
‐
３

７
８
‐
２
５
４
０
）

令
和
６
年
度　
医
学
生
修
学
資
金
貸

与
制
度
の
修
学
生
を
募
集
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
３
０
４
７

貸
与
期
間

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
最
長
６
年
間

申 

期
12
月
１
日
㈮
～
令
和
６
年
３

月
15
日
㈮

他
応
募
要
領
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保
健
医
療

課
ま
た
は
各
支
所
地
域

　

振
興
課
地
域
福
祉
室
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

問 
申
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

募
　集

　
（
☎
75
‐
８
９
３
４
）

特
別
展「
江
戸
時
代
の
村
上 

～
村
上
藩
歴
代
藩
主
物
語
～
」

　

目
ま
ぐ
る
し
く
藩
主
が
交
代
し
た

村
上
藩
。
歴
代
の
藩
主
を
と
お
し
て

江
戸
時
代
の
村
上
を
紹
介
し
ま
す
。

期
11
月
３
日（
金
・
祝
）～
12
月
３
日

㈰　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
村
上
市
郷
土
資
料
館

￥
一
般
３
０
０
円

　

小
中
高
校
生
１
５
０
円

　
※�

隣
接
の
若
林
家
住
宅
、村
上
歴
史

文
化
館
と
の
共
通
券
は
一
般
５

０
０
円
、小
中
高
校
生
２
５
０
円

申
不
要

問
村
上
市
郷
土
資
料
館

　
（
☎
52
‐
１
３
４
７
）

塩
野
町
ま
ち
協
「
収
穫
祭
」

記
事
ID　
０
０
７
７
８
１
１

時
11
月
５
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

場
旧
塩
野
町
小
学
校

内
地
場
産
野
菜
や
地
域
の
名
物
を
販

売
他
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
朝
日
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興

室
（
☎
72
‐
６
８
８
１
）

も
よ
お
し

図
書
館　
読
み
聞
か
せ

時
11
月
７
日
㈫
・
11
日
㈯
・
14
日
㈫
・

18
日
㈯　
午
前
11
時
～

場
中
央
図
書
館　
　
申
不
要

問
中
央
図
書
館（
☎
53
‐
７
５
１
１
）

高
坪
山
自
然
調
査
報
告
会

時
11
月
11
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階　
視
聴

覚
ホ
ー
ル

内
高
坪
山
の
植
物
や
動
物
な
ど
を
調

査
し
た
３
年
間
の
結
果
を
報
告
し

ま
す
。

￥
無
料　
　
申
不
要

問
い
わ
ふ
ね
自
然
愛
好
会
（
富
樫
☎

Ｆ
73
‐
１
３
４
８
）

さ
ん
ぽ
く
祭

記
事
ID　
０
０
４
６
１
７
４

時
11
月
12
日
㈰

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
】

時
午
前
９
時
～
９
時
30
分

場
山
北
総
合
体
育
館

内
山
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

さ
ん
ぽ
く
小
学
校
校
歌
で
ダ
ン
ス
、

福
ま
き

【
産
業
部
門
】

時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

場
山
北
総
合
体
育
館

内
軽
ト
ラ
市
、
ご
当
地
う
ん
め
も
の

店
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
特
産
品
販

売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
文
化
部
門
】

時
午
前
９
時
～
午
後
２
時

場
山
北
総
合
体
育
館

内
さ
ん
ぽ
く
小
学
校
児
童
作
品
展

示
、
山
北
文
化
協
会
会
員
作
品
展

示
な
ど

他
11
日
㈯
か
ら
鑑
賞
で
き
ま
す
。
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
と
な
り
ま
す
。

【
芸
能
部
門
】

時
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
さ
ん
ぽ
く
会
館

内
郷
土
芸
能
、
民
謡
、
ダ
ン
ス
、
日

本
国
太
鼓
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど

問
山
北
支
所
産
業
建
設
課
産
業
観
光

室
（
☎
77
‐
３
１
１
５
）

縄
文
の
里　
ト
チ
餅
づ
く
り

　

村
上
市
伝
統
の
ト
チ
餅
づ
く
り
を

ト
チ
の
皮
む
き
か
ら
始
め
ま
す
。

時
11
月
18
日
㈯　
午
前
９
時
～
正
午

場
縄
文
の
里
・
朝
日

定
20
人
（
先
着
順
）

￥
８
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

持
汚
れ
て
も
よ
い
エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、ゴ
ム
手
袋

問 

申
11
月
12
日
㈰
ま
で
に
縄
文
の

里
・
朝
日
（
☎
72
‐
１
５
７
７
）

村
上
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ス
２
０
２
３

時
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

場
村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

【
子
供
向
け
ト
イ
ド
ロ
ー
ン
大
会
】

時
18
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

￥
無
料

【
Ｆ
Ｐ
Ｖ
ド
ロ
ー
ン
体
験
】

時
18
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

￥
５
０
０
円

【
初
心
者
ク
ラ
ス
レ
ー
ス
】

時
18
日
㈯　
午
後
４
時
30
分
～
７
時

￥
２
０
０
０
円

【
上
級
者
ク
ラ
ス
レ
ー
ス
】

時
19
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

￥
４
０
０
０
円

他
一
般
観
覧
は
無
料
で
す
。

問 

申
11
月
10
日
㈮
ま
で
に
Ｄ
Ｗ
Ｓ

ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
新
潟
村
上

（
☎
62
‐
７
７
７
１
）

森
を
は
ぐ
く
む
地
域
づ
く
り
講
演
会

　

地
域
の
森
林
・
林
業
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を
図
る
講
演
会
で
す
。

時
11
月
20
日
㈪　
午
後
１
時
30
分
～

場
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市

中
央
区
上
所
２
丁
目
２
‐
２
）

演
題　
「
登
米
市
森
林
管
理
協
議
会

の
取
組
」
～
需
要
は
自
ら
つ
く
る

も
の
～

講
宮
城
県
・
登
米
町
森
林
組
合

　

参
事　

竹
中
雅
治　

氏

定
２
０
０
人　
　
￥
無
料

問 

申
11
月
15
日
㈬
ま
で
に
下
越
流

域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
‐
７
０
８
８
）

冬
休
み
期
間
中
に
学
童
保
育
所
を
利
用

す
る
場
合
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す

記
事
ID　
０
０
７
８
４
９
１

開
設
時
間　
冬
休
み
期
間
の
午
前
７

時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

※�

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
29
日
～
１
月
４
日
）
は
休
み

対
日
中
、
自
宅
に
保
護
者
な
ど
が
い

な
い
市
内
の
小
学
生

￥
１
人
５
０
０
０
円
（
月
額
）

　

※�

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の

併
用
者
は
、
日
額
２
０
０
円
×

利
用
日
数
が
か
か
り
ま
す

　

※�

そ
の
他
、
お
や
つ
代
が
か
か
り

ま
す

申
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
こ
ど
も
課
子

育
て
支
援
室
ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
課
地
域
福
祉
室
で
配
布
し
て

い
る
申
込
書
に
記
入
し
、
担
当
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
室

　
（
☎
53
‐
８
９
３
９
）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
８
５
８
９

　

在
宅
の
障
が
い
者
や
障
が
い
児
に

支
給
す
る
手
当
で
す
。

支
給
月　
２
・
５
・
８
・
11
月

【
特
別
障
害
者
手
当
】

￥
月
額
２
万
７
９
８
０
円

対
20
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

￥
月
額
１
万
５
２
２
０
円

対
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
体
に

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
児
童

他
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な

ど
が
な
い
場
合
で
も
申
請
で
き
ま

す
が
、
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て

は
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
政
策
室
（
☎
75
‐
８

９
４
０
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
地
域
福
祉
室

子
育
て
応
援
タ
ク
シ
ー
利
用
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

記
事
ID　
０
０
５
７
７
４
６

　

妊
婦
さ
ん
が
陣
痛
時
や
お
子
さ
ん

の
具
合
が
悪
い
時
に
利
用
し
た
タ
ク

シ
ー
の
料
金
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
（
市
に
住
民
票
の
あ
る
次
に
該
当

す
る
人
）

・
妊
婦

・�

乳
幼
児
（
３
歳
に
到
達
後
、
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
の
保
護
者

　

※�

他
に
運
転
で
き
る
人
や
介
添
人

が
い
る
場
合
は
除
く

内・�

妊
婦
の
場
合
、
自
宅
ま
た
は
里
帰

　新潟市内の病院５カ所へ「行き２便」「帰り２便」
を運行しています。買い物にも便利な「高速のり
あいタクシー」をぜひ、ご利用ください。
運行日　�月～金曜日（土・日曜日、祝日および12

月29日～１月３日は運休）
出発時間　
行き（村上市発）①午前６時30分②午前11時30分
帰り（新潟市発）①午前９時20分②午後２時
※乗降場所ごとの時間はお問い合わせください
■定９人（先着順・完全予約制）
■￥800円～ 1,000円（片道）
　※小学生以下、障がい者は半額
予約受付　予約受付センター　☎53－2525
受付時間　�月～金曜日の午前９時～午後５時まで

（土・日曜日、祝日および12月29日～
１月３日を除く）

※�利用予定日の10日前～前日までに電話で申し込
んでください（２便は当日午前10時まで）
■問企画戦略課地域交通政策室（☎75－8927）

【灯油流出は７割以上が一般家庭で発生しています】
　一番多い事故原因は、ホームタンクからポリタ
ンクへ灯油を移す最中に、その場を離れるなどの
取扱不注意です。事故を起こさないように一人一
人が注意しましょう。
【ホームタンク使用時の注意点】
　・灯油を移す際は、その場を離れない
　・�落雪の恐れがある場所にホームタンクを置か

ない
　　※落雪でレバーが開く場合があります
　・�配管がある場合、定期的に点検し、積雪の重

みで配管が破損しないようこまめに除雪する
　　※�除雪の時に配管を傷つけない

よう注意しましょう
■問�消防本部予防課危険物係（53－
7222）または消防署各分署へ

村上市⇔新潟市
「高速のりあいタクシー」運行中

灯油などの油が川などに流れる事故が
多く発生しています

記事ID　0054332記事ID　0078350
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タ
ー
（
富
樫
☎
０
９
０
‐
４
０
６

４
‐
０
９
７
６
）

日
本
漢
字
能
力
検
定

時
令
和
６
年
１
月
20
日
㈯

　

※�

時
間
は
受
験
級
に
よ
り
異
な
り

ま
す

場
総
合
文
化
会
館

検
定
料

・
10
～
８
級　
　

１
５
０
０
円

・
７
～
５
級　
　

２
０
０
０
円

・
４
～
準
２
級　

２
５
０
０
円

・
２
級　
　
　
　

３
５
０
０
円

他
申
込
者
に
は
、
１
月
上
旬
ま
で
に

詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問 

申
11
月
７
日
㈫
～
12
月
11
日
㈪

ま
で
に
愛
ラ
ン
ド
あ
さ
ひ
（
☎
72

‐
１
４
４
５
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

第
35
回
カ
ポ
タ
ス
ト
定
期
演
奏
会

時
11
月
18
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

曲
目　
ス
タ
ン
ド
・
ア
ロ
ー
ン
、
浜

辺
の
歌
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
サ
ザ
エ

さ
ん
の
テ
ー
マ
、
美
し
く
青
き
ド

ナ
ウ
な
ど

申
不
要

問
ギ
タ
ー
同
好
会
カ
ポ
タ
ス
ト

　
（
西
坂
☎
53
‐
３
６
１
１
）

障
が
い
者
福
祉
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
下
越
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

記
事
ID　
０
０
７
８
５
０
６

　

多
様
性
を
尊
重
し
た
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て
「
調
和
・
協
働
」

の
あ
り
方
を
発
信
し
ま
す
。

時
11
月
19
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
「
瀬
波
温
泉
潮
太
鼓
」
の
演
奏
や

障
が
い
福
祉
事
業
者
の
出
店
な
ど

￥
無
料　
　
申
不
要

問
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
75
‐
５
８
３
０
）

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
＆ 

ク
リ
ス
マ
ス
製
作

記
事
ID　
０
０
５
２
９
１
９

時
11
月
20
日
㈪

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

他
資
料
請
求
（
無
料
）
も
可
能
で
す
。

問 

申
下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
村
上
常
設
サ
テ
ラ
イ

ト
（
☎
50
‐
１
５
５
３
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

が
、
女
性
差
別
や
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、

夫
婦
間
の
問
題
な
ど
、
広
く
女
性
の

人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

期
11
月
15
日
㈬
～
21
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※�

18
日
㈯
と
19
日
㈰
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時

電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
新
潟
地
方
法
務
局
村
上
支
局

　
（
☎
53
‐
２
３
９
０
）

保
育
士
就
職
相
談
会
～
村
上
会
場
～

　

就
職
・
復
職
に
向
け
、
市
内
の
保

育
施
設
に
関
す
る
就
職
相
談
の
ほ

か
、
個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

時
11
月
25
日
㈯

　
午
前
９
時
45
分
～
正
午

　
［
受
付
］　

午
前
９
時
30
分
～

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上
２
階　
大
会
議

室
対
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は

取
得
見
込
み
の
人

￥
無
料

￥
前
売
り
４
８
０
０
円

　

当
日
５
５
０
０
円

　

※
全
指
定
席

プ
レ
イ
ガ
イ
ド（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

　

�

村
上
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）、
ツ
ク

ツ
ク
田
村
優
子
、
丸
重
商
店
（
関

川
村
）

出
演　

田た

村む
ら

優ゆ
う

子こ

（
篠
笛
、
歌
）、

狩か
の
う野
泰や

す

一か
ず（
篠
笛
）、藤ふ

じ

本も
と

吉よ
し

利か
ず（
鼓

童
）、
山や

ま

口ぐ
ち

幹も
と

文ふ
み

（
鼓
童
）、
金か

ね

子こ

竜り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
（
和
太
鼓
）、
小こ

島じ
ま

千ち

絵え

子こ

（
鼓
童
）、
柴し

ば

田た

亮り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
（
ギ

タ
ー
）

問
田
村
優
子
（
☎
０
９
０
‐
２
２
４

４
‐
８
９
７
３
）

昭
子
さ
ん
シ
リ
ー
ズ 

ク
リ
ス
マ
ス
ヘ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ス

時
12
月
２
日
㈯　
午
前
９
時
～

場
神
林
総
合
体
育
館　
剣
道
場

定
15
人
（
先
着
順
）

　
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

￥
３
９
５
０
円

問 

申
11
月
20
日
㈪
ま
で
に
希
楽
々

（
☎
66
‐
８
１
１
９
）

村
上
市
人
権
啓
発
映
画
上
映
会 

「
カ
ラ
ン
コ
エ
の
花
」

記
事
ID　
０
０
７
１
４
１
１

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
テ
ー
マ
に
国
内
の
映

画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
６
冠
を
含
む
計

13
冠
を
受
賞
し
た
話
題
作
で
す
。

出
張
相
談
in
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

就
職
に
関
す
る
相
談
を
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
お
受
け
し
ま
す
。「
仕
事
っ

て
ど
う
や
っ
て
選
べ
ば
い
い
？
」
な

ど
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
事
に
丁
寧

に
答
え
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
相
談
窓
口
に
も
同
行
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

時
11
月
13
日
㈪
・
27
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
上

対
15
～
49
歳
ま
で
の
就
職
を
目
指
し

て
い
る
人 相

　談

場
荒
川
地
区
公
民
館

内
ポ
リ
袋
で
作
る
簡
単
調
理
、
試
食

講
荒
川
支
所
栄
養
士

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

定
15
組
（
先
着
順
）

￥
１
組
１
０
０
円

持
飲
み
物
、
お
む
つ
、
着
替
え
な
ど

他
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。

問 

申
11
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮
ま
で

に
荒
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
‐
２
４
５
６
）

か
た
る
ん
カ
フ
ェ

記
事
ID　
０
０
３
５
５
７
８

時
11
月
22
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

内
ミ
ニ
講
座
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
っ
て

な
に
？
」、
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
介
護

を
し
て
い
る
人
、
家
族
の
介
護
に

備
え
て
お
き
た
い
人

￥
１
０
０
円

問 

申
事
前
に
介
護
高
齢
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
75
‐
８
９
３
７
）

新
潟
県
北
部
豪
雨
災
害
復
興
・

佐
渡
金
山
世
界
遺
産
応
援 

夢
の

音
楽
祭「
軌
跡KISEKI2023

」

時
11
月
26
日
㈰　
午
後
３
時
～

場
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問 

申
11
月
24
日
㈮
ま
で
に
新
潟
県

保
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
７
２
）
ま

た
は
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
室

（
☎
53
‐
３
３
６
２
）

め
ざ
せ
金
メ
ダ
ル
！ 

村
上
市
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
大
会

時
12
月
３
日
㈰

・
小
学
１
～
４
年
生
の
部

　

午
前
９
時
～

・
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

午
後
１
時
～

場
村
上
体
育
館

対
市
内
の
小
学
生

　
※
各
学
年
５
人
１
チ
ー
ム

￥
１
人
３
０
０
円

問 

申
11
月
27
日
㈪
ま
で
に
ウ
ェ
ル
ネ

ス
む
ら
か
み（
☎
52
‐
６
３
１
１
）

第
10
回　
愛
ラ
ン
ド
カ
ッ
プ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時
12
月
３
日
㈰　
午
前
８
時
15
分
～

場
朝
日
総
合
体
育
館

対
高
校
生
以
上
の
男
性

定
８
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

￥
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

問 

申
11
月
22
日
㈬
ま
で
に
愛
ラ
ン

ド
あ
さ
ひ
（
☎
72
‐
１
４
４
５
）

ス
ポ
ー
ツ

時
12
月
10
日
㈰

　

・
午
前
10
時
30
分
～
11
時
45
分

　

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

場
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

定
各
回
１
０
０
人
（
先
着
順
）

￥
無
料

申
不
要

他
ホ
ワ
イ
エ
に
て「
人
権
パ
ネ
ル
展
」

同
時
開
催
（
午
前
10
時
～
午
後
４

時
）

問
市
民
課
生
活
人
権
室

　
（
☎
53
‐
３
３
６
３
）

だ
す
け
村
上「
村
上
木
彫
堆
朱
」

塗
り
体
験
・
彫
り
体
験

時
12
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

【�

塗
り
体
験
（
朱
と
黒
の
ス
プ
ー
ン

２
本
セ
ッ
ト
）】

講
ウ
ル
シ
・
オ
ー
タ
キ

　

大
滝
豊　

氏

￥
高
校
生
以
上
１
８
０
０
円

　

中
学
生
以
下
１
５
０
０
円

【�

彫
り
体
験
（
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
ペ
ン

ダ
ン
ト
・
ブ
ロ
ー
チ
）】

講
川
村
庚
堂
漆
器
店

　

川
村
和
子　

氏

￥
高
校
生
以
上
２
２
０
０
円

　
中
学
生
以
下
１
７
０
０
円

他
作
品
の
完
成
は
２
週
間
前
後

問 
申
12
月
２
日
㈯
ま
で
に
村
上
第

一
中
学
校
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

〈有料広告〉 〈有料広告〉〈有料広告〉 〈有料広告〉

教育情報センター 情報ひろば
【プラネタリウム】
時11月11日㈯・26日㈰
　�午前11時、午後１時30分、午後３時
￥高校生以上200円
　中学生以下100円
　※小学生未満は無料
問教育情報センター　（☎53－7511）

献血のお知らせ
時11月19日㈰
　午前10時～正午
　午後１時30分～４時
場村上プラザ
問保健医療課健康支援室
（☎75－8934）
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¥ �参加費 持�持ち物 申�申し込み 問�問い合わせ F �FAX �メール 他�その他

時�とき省略記号 期�期間 場�ところ 講�講師 対�対象 定�定員内�内容

　令和６年４月に大学・短大・専修学校（専門課
程に限る）へ進学および在学するお子さんなどで、
経済的理由により修学困難な人に対して選考の
上、奨学金を貸与します。詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。
応募期間　令和６年１月４日㈭～２月29日㈭
貸与月額　月７万円・５万円・３万円
貸与期間　令和６年４月から最短修学年限の終期まで
返　　還　�卒業後１年を経過した後から起算し

て、10年以内で全額を均等月賦で、口
座振替払いにより返還しなければなり
ません。

申込資格
・�保護者が市内に住所を有し、市税を滞納してい
ないこと
・�学業成績が優秀と認められる人（５段階評価で
おおむね３以上）
・�日本学生支援機構など、他制度の給付型および
貸与型の無利子奨学金を受けていないこと
■問�■申学校教育課教育総務室（☎72－6882）

　毎年11月12日から11月25日（女性に対する暴
力撤廃国際日）までの２週間は、国の男女共同参
画推進本部が定めた「女性に対する暴力をなくす
運動」期間です。期間中、この運動のシンボルで
あるパープルリボンの色にちなんで、全国各地の
タワーや商業施設などを紫色にライトアップし、
女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼びかけ
ています。この機会に、パートナーとの関係を見
つめ直してみませんか？
　また、配偶者や恋人からのDV（ドメスティック・
バイオレンス）などで悩んでいる人は、１人で抱
え込まずにご相談ください。
■問福祉課総合相談係（☎75－8941）

　乗用装置のあるトラクターなどの農耕作業用自
動車や、フォークリフトなどのうち小型特殊自動
車に該当する車輌は軽自動車税（種別割）の課税
対象です。車輌を取得・所有している人（法人含む）
は、必ずナンバープレートの交付を受けてくださ
い。以前から所有していたことが判明した場合、
さかのぼって課税（最大３年分）されます。
※�小型特殊自動車に該当する農耕作
業用トレーラは、軽自動車税（種
別割）の課税対象となりますので、
ナンバープレートを取得する必要
があります
　例：�マニュアスプレッダ（堆肥散布機）、スプレー

ヤ（薬剤散布機）など
■問税務課収納対策室（☎53－3361）

　日本では、成人の６人に１人が糖尿病あるいは
その予備群と言われており、その割合は増加傾向
にあります。糖尿病は自覚症状が乏しいため、受
診につながりにくく、受診しても治療を中断する
患者さんが多いことが課題となっています。
　長年にわたり放置した場合、腎不全や脳梗塞、
失明などを引き起こし、命や生活の質が脅かされ
ることがありますので、早期発見、早期治療と生
活改善の継続がとても重要な病気です。
　症状がなくとも年に１回は定期健康診断を受
け、また、糖尿病の定期受診を中断している場合
は通院を再開するようにしましょう。
　すでに糖尿病で受診している場合は、患者さん
自身の治療内容や検査結果などを記録できる「糖
尿病連携手帳」を自己管理に活用することをお勧
めします。まずは主治医の先生に相談してみま
しょう。
■問村上保健所地域保健課（☎53－8368）

学業を頑張る人を無利子で応援
令和６年度　村上市奨学生を募集します

「女性に対する暴力をなくす運動」期間
パートナーからの暴力に悩んでいませんか？

小型特殊自動車は軽自動車税（種別割）の申告
が必要です

11月は糖尿病予防月間・
11月14日は世界糖尿病デー

記事ID　0054948記事ID　0055332

〈有料広告〉

新潟県交通災害共済
お見舞金の請求はお済みですか？
お見舞金の請求期間は交通災害を受けた日から
起算して「１年以内」です。もう一度ご確認を！
【問い合わせ】
　新潟県市町村総合事務組合　村上市事務所
　（市民課生活人権室内 TEL53-3363（直通）
　　または各支所地域振興課市民生活室）

〈有料広告〉

接種予約、接種券などに関するお問い合わせ

☎0570−001186（日曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時まで）
村上市新型コロナワクチン接種コールセンター

■	対象者
　初回接種を終えた全ての人（※）が対象で、対象者には接種券を送付しています。１人１回接種できます。
　※�乳幼児（生後６カ月から４歳）は１～３回目の接種を終えた人、５歳以上は１・２回目の接種を終え
た人をいいます

■	接種費用
　無料
　※無料で接種できる期間は、令和６年３月31日㈰までとなります

■	接種会場
●�個別接種会場は、接種券同封のチラシまたは市報９月１日号・市ホームページをご覧
ください。

●11月19日㈰、12月３日㈰は、荒川地区公民館で集団接種を行います。

●しぶや小児科医院　11月９日㈭、12月19日㈫、１月18日㈭、２月15日㈭、３月21日㈭
●村上総合病院　　　11月15日㈬・29日㈬、12月13日㈬・27日㈬
●山北徳洲会病院　　11月10日㈮

●村上総合病院　　　11月７日㈫・14日㈫・21日㈫・28日㈫、12月５日㈫
　　　　　　　　　　１月９日㈫・16日㈫・23日㈫・30日㈫

　※接種日程は、インターネット予約画面またはコールセンターにてご確認ください
　※令和６年１月以降は、接種会場を縮小する予定です。接種を希望する人は、早めの接種をお願いします

■	初回接種について
　�　オミクロン株XBB.1.5対応１価ワクチンを使用します。接種がまだお済みでない人で接種を希望する
場合は、コールセンターにご連絡ください。

◎新型コロナワクチン接種は、任意で強制ではありません

■	接種間隔
　前回接種日から３カ月以上

■	使用するワクチン
　オミクロン株XBB.1.5対応１価ワクチン

12歳以上

小　児
５歳～ 11歳

乳幼児
生後6カ月～ 4歳

記事ID　566930205

令和５年秋開始接種についてお知らせします令和５年秋開始接種についてお知らせします
新型コロナワクチン接種 第２弾

インターネットでの
予約はこちら→
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9/26

9/20

9/21

9/15

市民に勇気と元気を届けたい！
包括連携協定を締結（村上市役所）

歴史ある湊町の御神輿巡行
塩谷大祭（塩谷集落）

地域での学びを生かした地域貢献活動
あらかわチャレンジ企画プレゼン発表会（荒川中学校）

市消防団、小岩内集落が内閣総理大臣表彰を受賞
令和５年防災功労者内閣総理大臣表彰式（総理大臣官邸）

　新潟プロレスなどを運営する㈱シー・エス・シーホラ
イズン事業部と包括連携協定を締結しました。この協定
では、学校との連携、スポーツ振興、情報発信などの分
野で連携・協力して、地域の活性化を図っていくことと
しています。
　締結式で、㈱シー・エス・シーホライズン事業部の乙
川社長から「村上市民に勇気と元気をお届けできるよう
頑張ってまいります」とあいさつがありました。

　塩谷大祭は鹽
しおが ま じ ん じ ゃ

竈神社の秋例祭で、祭礼は平安時代まで
さかのぼり、神輿の巡行は明治初期から始まったと言わ
れています。
　先太鼓を先頭に、集落の男衆が担ぐ神輿に小学生の担
ぐ子ども神輿と続き、一日かけて集落内の家々を練り歩
きました。
　神輿の巡行は午後８時頃まで行われ、巡行の最後には
神輿を神社に納めようとする男衆と、まだまだ担いでい
たい男衆のせめぎ合いで盛り上がりました。

　荒川中学校３年生が学校生活で学んだSDGsの視点を
もとに、自分たちの地域の多様な課題を自分ごとと捉え
て、何ができるかをさまざまな視点で考えました。
　環境問題や地域経済、空き家対策など生徒の問題意識
は多種にわたり、課題解決に向けて中学生が考えたアイ
デアを荒川商工会が呼びかけた地域事業者やPTAなどに
向けて企画プレゼンテーションを行いました。
　今後は、地域の方たちと力を合わせながら、課題を解決
すべく、年末にかけてさまざまな活動に取り組んでいきます。

　令和４年８月３日からの大雨による災害の復旧活動で
は、市消防団員延べ約2,600人が水防活動や被災地の支援
活動を行いました。この功績が顕著であると認められ、
令和５年防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。
　総理大臣官邸で行われた授賞式では、受賞する団体の
代表として市消防団長の大

おお

竹
たけ

憲
けん

一
いち

さんが岸田文雄内閣総
理大臣から賞状を授与されました。
　また、小岩内集落は８月の大雨による災害時の迅速な
避難誘導の功績が認められ、受賞しました。

▲受賞した団体を代表して賞状を受け取る大竹団長

▲大人に負けず子どもたちも力強く神輿を担ぎました

▲地域課題を解決に導く活動を発表

▲高橋市長と協定締結書を持ち記念撮影

…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中
記事 ID 0074239

10/1

10/8

10/1

10/3

お米づくりで楽しく交流
大毎稲刈りツアー（大毎集落）

山々にこだまする音楽祭　
縄文の里音楽祭・縄文の里秋祭り（縄文の里・朝日）

多彩で優雅な芸能を披露
第27回神林地域芸能まつり（神林総合体育館）

山北地域の新しい移動手段として期待
自家用有償旅客運送　（仮称）ボランティアタクシー出発式（NPO法人おたすけさんぽく）

　昨年はコロナ禍により中止した神林地域芸能まつりが
２年ぶりに開催され、約200人が来場しました。
　この日は、８団体が参加して、民謡やカラオケの力強
い歌声や凛とした舞踊を披露しました。
　来場した人からは「開催されると毎年見に来ている。
踊りが好きなので見て元気をもらっている」という声が
聞かれました。

　山北地域交通運営協議会が地域交通について検討を重
ね、山北地域で実証運行のひとつとして開始した（仮称）
ボランティアタクシーの出発式が開催されました。
　日常生活における新しい移動手段として期待されるこ
の取り組み。今後は愛称の募集をしながら、多くの人か
ら利用されるよう改善を図り、１年後の本格運行を目指
します。

　春に自分たちで手植えをしたお米の収穫時期を迎え、
稲刈り体験ツアーが大毎集落地内の田んぼで開催されま
した。
　おいしいお米作りを通じた交流事業として毎年行われ
ており、今回は小さなお子さん連れのご家族など、市外
から約10人が参加しました。鎌での刈り取りや刈り取っ
た稲を束ねる作業、はさ掛けなどの慣れない作業も、地
域の人とおしゃべりをしながら楽しんでいました。

　秋晴れの中、縄文の里秋祭りと同時開催した「縄文の
里音楽祭」。地域内外のアーティストや地域のお店が集ま
り、また子どもが楽しめる縁日コーナーもあり、会場は
多くの来場者で賑わっていました。
　暑さが厳しかった夏から一気に涼しくなり、過ごしや
すくなった中でのおいしい料理と心地よい縄文の里の雰
囲気、情緒あふれる歌声が一体となった時間は、一層ぜ
いたくに感じられました。

▲ひまわり舞踊会さんの舞踊「紅花摘み歌」

▲ステッカーを貼った車両で出発

▲地元の人と交流しながら稲刈りを楽しむ参加者

▲幻想的な「ハンドパン」の演奏に引き込まれる参加者
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あ
ら
か
わ
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
各
集
落
の
地
域
の
茶
の

間
な
ど
を
訪
問
し
、
さ
さ
え
～
る
隊
の
周
知

や
地
域
の
実
情
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
昨
年
８
月
の
水
害
に
よ
り

被
害
の
大
き
か
っ
た
下
鍜
冶
屋
、
藤
沢
集
落

を
訪
問
し
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
買
い
物
や
除
雪
、
季
節

の
野
菜
の
や
り
取
り
な
ど
集
落
内
で
の
結
び

つ
き
が
あ
り
、
水
害
の
時
も
声
を
掛
け
合
い

さ
り
げ
な
い
助
け
合
い
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
地
域
を
目
指
し
て

～
あ
ら
か
わ
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
～

問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
75
‐
８
９
３
７

記
事
ID
０
０
３
５
４
９
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

ここで働く

市内企業で働くことを選んだ若者のリアルな生活や
働いてみて感じたことなどを紹介しています。

倉
くら

松
まつ

　健
けん

太
た

郎
ろう

 さん
（緑町一丁目／28歳）

“木の地産地消で森林の保全を”

Ｗ

こ
の
企
業
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て

　

前
職
は
土
木
関
係
で
し
た
が
、
以
前
か
ら

製
材
業
に
関
心
が
あ
り
、
知
り
合
い
か
ら
こ

の
会
社
を
教
え
て
も
ら
い
興
味
を
持
ち
、
実

際
に
社
長
の
考
え
方
や
企
業
理
念
に
魅
力
を

感
じ
、
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

Ｗ

働
い
て
み
て
の
感
想
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
働
い
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
業

務
内
容
は
、
幅
広
の
板
材
を
数
本
の
棒
材
に

小
割
り
に
し
、
そ
の
後
に
表
面
を
滑
ら
か
に

す
る
こ
と
と
、
製
品
を
お
客
さ
ま
に
配
達
す

る
こ
と
で
す
。
木
の
質
を
見
て
用
途
を
分
け

る
な
ど
、
知
識
・
経
験
を
要
す
る
こ
と
が
多

く
大
変
な
面
も
多
い
で
す
が
、
仕
事
を
一
つ

一
つ
マ
ス
タ
ー
し
て
、
い
ず
れ
は
一
人
前
の

職
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ

趣
味
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

　

休
日
は
家
族
と
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

小
さ
い
子
ど
も
が
２
人
い
る
の
で
、
毎
週
出

か
け
た
り
、
上
の
子
と
一
緒
に
お
城
山
に
登

る
な
ど
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
走
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
子
ど

も
が
起
き
る
前
に
朝
早
く
起
き
て
、
走
り
な

が
ら
街
や
自
然
の
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
好

き
で
す
。

Ｗ

こ
れ
か
ら
働
く
人
へ

　

こ
の
仕
事
は
、
地
域
の
森
林
だ
け
で
な
く

川
や
海
を
守
る
大
切
な
仕
事
で
す
。
き
れ
い

な
川
や
海
を
保
つ
た
め
に
は
森
林
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
村
上
市
で
働

き
た
い
人
や
、
村
上
地
域
の
自
然
を
一
緒
に

守
っ
て
く
れ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま

し
ょ
う
。

■

人
事
担
当
者
か
ら
の
一
言

　

社
員
み
ん
な
で
年
間
の
行
事
計
画
を
立
て

て
、
毎
月
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
が
好
き
な
人
や
体
を
動
か
す

こ
と
が
好
き
な
人
、
自
然
や
木
が
好
き
な
人
、

い
つ
で
も
工
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

藤沢集落で実施した茶の間

下鍜冶屋集落で実施した茶の間

な
が
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
茶
の
間
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
隊
員
も
、「
集
落
の
人
々
の
結
び

つ
き
や
助
け
合
い
が
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
隊
員
同
士
で
の
勉
強
会
を
行

い
、
さ
さ
え
あ
い
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
荒
川
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
な
が
ら
、
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

岩船郡村上市雇用対策協議会会員企業
新潟県ハッピー・パートナー企業

株式会社　大川屋製材所（塩町１−19）
☎52－2045

設立　　　　　令和２年12月15日
従業員数　　　５人（令和５年９月現在）
主な事業内容　製材、販売業

　市報むらかみは毎号24,000部発行、市
ホームページのトップページには月平均
２万5,000件以上のアクセスがあります。
申込方法など、詳しくはお問い合わせく
ださい。
■市報むらかみ有料広告掲載料

区分 市内事業者 市外事業者

通常枠

１回分 　8,000円 10,000円

４月１日号～９月15日号
連続掲載（12回分） 84,000円 108,000円

10月１日号～３月15日号
連続掲載（11回分） 77,000円 99,000円

合併枠 １回分 20,000円 25,000円

カラー枠 １回分 50,000円 65,000円
■市ホームページ有料広告掲載料
区分 市内事業者 市外事業者
１月 5,000円 10,000円

▲市報むらかみの掲載箇所
▼市ホームページの掲載箇所（リンク貼り付け可能）

市報むらかみ有料広告、市ホームページバナー有料広告を募集しています
あなたも広告主になりませんか

問い合わせ 企画戦略課企画政策室　☎75−8925 記事 ID 0042114、0022022

求む
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人口と世帯数
（10 月１日現在）

人　口 55,043人（−85）

男 26,502人（−30）

女 28,541人（−55）

世帯数 22,288世帯（−12）

※（　　）は前月比
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※９月 11 日から 10 月 10 日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています
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■
朝
日
地
域
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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渋
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タ
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原
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孝
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垣
　
石		

73	

寺
尾

小
田
　
冬
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93	

塩
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■中央図書館11月の休館日
　6日、10日、13日、20日、27日
■中央図書館の開館時間
　・火～金曜日　　　　午前９時～午後７時
　・土・日曜日、祝日　午前９時～午後５時

◆�狙撃手の祈り（城
しろ

山
やま

真
しん

一
いち

）
◆�宙

そら

わたる教室（伊
い

与
よ

原
はら

新
しん

）
◆�脱定年時代の歩き方（横

よこ

手
て

彰
しょう

太
た

）
◆�からだの中から整うおかゆレシピ（堤

つつみ

人
ひと

美
み

）
◆�知っておいしいオイル事典（小

こ

林
ばやし

弘
ひろ

幸
ゆき

）
◆�美術の進路相談（イトウハジメ）
◆�ていねいな「文章大全」（石

いし

黒
ぐろ

圭
けい

）

○�杉森くんを殺すには（長
は

谷
せ

川
がわ

まりる）
○�しごとへの道�２（鈴

すず

木
き

のりたけ）
○�子どもがつくれるプレゼント菓子（柴

しば

田
た

書
しょ

店
てん

）
○�だんだんできてくる�５（三

み

浦
うら

正
まさ

幸
ゆき

）
○�絵で見て楽しい！はじめての相撲（西

にし

尾
お

克
かつ

洋
ひろ

）
○�その絵ときたら！（バーバラ・マクリントック）
○�あける（はらぺこめがね）

◆…一般書　○…児童書 問い合わせ 中央図書館　☎53−7511

〇
ご
ち
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さ
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（
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ッ
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ト
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ｃ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
ｔ
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◆
い
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な
ん
き
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と
き
ど
き
あ
ん
こ

　
（
中な
か

川が
わ

た
ま
）

◆
襷
が
け
の
二
人

　
（
嶋し
ま

津づ

輝て
る

）

◆
で
ぃ
す
ぺ
る

　
（
今い
ま

村む
ら

昌ま
さ

弘ひ
ろ

）

▼中央図書館HP
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村上市食材PRプロジェクト
こちらで村上の食材を紹介しています。

かぼちゃの肉巻き蒸し
【材料（４人分）】 ☆＝村上の食材

　かぼちゃ�････････ 10枚（薄切り）
☆豚バラ肉（しゃぶしゃぶ用）�･10枚
　ポン酢�････････････････ 大さじ２
　オリーブ油�････････････ 大さじ１
　コショウ�･････････････････ 適宜

【作り方】
①カボチャに豚バラ肉をくるくると巻く。
②�耐熱皿に①を均等に並べ、蒸気の立った蒸し器に入
れ、10分ほど蒸す。
③タレの材料を混ぜ合わせ、つけていただく。
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ことはことはちゃんちゃん

好物好物 アイス

ケーキ屋さん夢夢

ふうまふうまくんくん
好物好物 アイス

アイス屋さん夢夢

▶異常な暑さだった今年の夏は、気象庁が統計を取り始めてか
ら、最も暑い夏となったそうです。そこで、気になるのは今年の
冬ですが、エルニーニョ現象などの影響から、暖冬になる見込み
で新潟県の降雪量も小雪と予想されています。「暑すぎる夏」
「雪が降らなすぎる冬」は様々なところに影響がでます。何事も
ほどほどにお願いしたいものです。（八藤後）

編集後記

申し込みは
こちらから

太田凛
り

人
と

くん　H30.5.31生

凜
る

乃
の

ちゃん　R4.6.29生

� （山辺里）

志田蒼
そう

弥
や

くん　R4.12.20生

� （殿岡）

小田柚
ゆ

子
ず

ちゃん　R4.10.6生� （山屋）

池田凛
りん

ちゃん　R5.1.8生�
（飯岡）

鍋倉蓮
れん

翔
と

くん　R4.4.21生
� （袋）

今月は山北そらいろ 
保育園のこの2人

9/23 町屋に映える浴衣姿ゆかたde村上まちあるき（越後村上 町屋通りほか）

　城下町・村上の歴史情緒あふれる通りを浴衣で巡るイ
ベント「ゆかたde村上まちあるき」。イベントでは、浴衣
着用の来場者への抹茶やお菓子の振る舞いや「写真映え」
スポットの設営、SNS投稿でプレゼントがもらえるハッ
シュタグキャンペーンなどが行われました。
　当日は、浴衣姿の来場者たちの散策・買い物を楽しむ
姿が、あちらこちらで見られ、レトロな町並みに浴衣の
鮮やかな色が映えていました。

InstagramX村上市電子申請


